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質問に懇切丁寧に対応しているうちに自然と体得されたものであろう。   
本書は上述のような著者たちの長所がそのまま顕われた本である。以下ではその具体  
的な内容を見てみよう。本書は10牽からなっている。それらは順に1．いくつかの注  
意 2．行列 3．連立1次方程式 4．集合 5．写像・関数 6．ベクトル空間  
7．線形写像 8．1変数関数の微分 9．多変数関数の微分10．積分 である。最  
初の1．いつくかの注意 のところでは多くの数学者が意識せずに使っていて，その  
結果として初学者にとって理解を難しくしていると思われる記号の使い方についての分  
りやすい説明がある。これは数学を講義する人達全員に一読を薦めたいところである。  
2．行列 3．連立1次方程式 では行列の定義から連立1次方程式の解法，逆行列の  
求め方までが明解にまとめられている。4．集合 5．写像・関数 では数学の根幹を  
なす集合と写像という抽象概念がやさしく説明されている。また 8．1変数関数の微  
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